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月
の
途
中
で
　
歳
に
な
っ
て
後

７５

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
り
、
そ

の
月
に
高
額
な
医
療
費
が
か
か
っ

た
場
合
は
、
移
る
直
前
に
加
入
し

て
い
た
医
療
保
険
制
度
と
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
、
左
の
例
の
よ
う
に
最

高
で
通
常
限
度
額
の
２
倍
の
金
額

を
支
払
う
方
が
い
ま
し
た
。

生
日
を
境
に
し
た
各
医
療
保
険
制

度
で
の
限
度
額
が
、
左
の
例
の
よ

う
に
半
額
ず
つ
と
な
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合

が
３
割
の
方
の
う
ち
、
次
の
全
て

の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
今

月
か
ら
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
１
割
負
担
と
な
る
要
件
】

①
同
じ
世
帯
内
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
が

一
人
で
あ
る
。

②
同
じ
世
帯
内
に
、　

歳
～
　

７０

７４

歳
の
方
が
住
ん
で
い
る
。

③
前
記
①
と
②
の
方
の
収
入
の

合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

で
あ
る
（
収
入
と
は
、
所
得

税
法
上
の
収
入
金
額
で
あ
り
、

必
要
経
費
等
や
所
得
控
除
を

差
し
引
く
前
の
金
額
で
す
）
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

個
別
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び

国
民
健
康
保
険
税
を
年
金
か
ら
引

き
去
り
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座

振
替
に
よ
る
支
払
い
方
法
に
変
更

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
１
月
　
日
（
月
）
ま
で
に
手
続

２６

き
す
る
と
、
４
月
か
ら
年
金
引
き

去
り
が
中
止
さ
れ
、
７
月
か
ら
口

座
振
替
に
よ
る
支
払
い
と
な
り
ま

す
。
変
更
を
希
望
す
る
方
は
次
の

よ
う
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
変
更
手
続
き
の
方
法

　
市
役
所
税
務
グ
ル
ー
プ
へ
の
届

け
出
後
、
希
望
の
金
融
機
関
で
口

座
振
替
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
本
人
の
保
険
証
、
振
替
口
座
の

預
金
通
帳
及
び
通
帳
の
印
鑑
。

※
届
け
出
は
１
月
　
日
以
後
も
受

２６

け
付
け
ま
す
が
、
そ
の
時
期
に

よ
っ
て
口
座
振
替
へ
の
変
更
月

が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
振
替

不
能
の
状
態
が
続
く
場
合
な
ど

は
、
年
金
引
き
去
り
に
戻
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
緯
０
１
１
～
２
９
０
～

５
６
０
１
）

▽
税
務
グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
３

２
１
４
）

保
険
料
は
税
の
控
除

対
象
に
な
り
ま
す

　
保
険
料
（
税
）
は
、
所
得
税

や
市
道
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
等
を
「
年
金
引
き
去

り
」
や
「
本
人
名
義
口
座
か
ら

の
振
替
」
で
支
払
っ
て
い
る
場

合
は
、
本
人
の
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
振
替
口
座
を
本
人
以

外
の
口
座
に
し
た
場
合
は
、
口

座
名
義
人
の
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
平
成
　
年
１
月
か
ら
は
、
月
の

２１

途
中
で
　
歳
に
な
っ
た
場
合
、
誕

７５

▲改正前の例

　
歳
に
な
る
月
の
自
己

７５負
担
限
度
額
を
調
整

繋

　
実
際
の
限
度
額
な
ど
は
、
世
帯

の
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
平
成
　
年
６
月
号

２０

の
広
報
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
月
１
日
生
ま
れ
の
方

は
、
影
響
が
な
い
た
め
こ
の
改
正

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
同

２０

年
　
月
ま
で
に
　
歳
に
な
っ
た
方

１２

７５

も
対
象
に
な
り
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
に
は
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
か

ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
月
か
ら
窓
口
負
担

 

割
合
を
一
部
変
更

罫

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
がが

一
部
改
正
さ
れ
ま
し

 

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
たた

▲改正後の例

問い合わせ

北海道後期高齢者医療
広域連合
 （緯０１１～２９０～５６０１）
市民生活グループ
 （緯４２～３２１７）

～
被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
次
の
２
点
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

～
被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
次
の
２
点
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
～～

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
国
保
税
の
支
払
い
方
法
が

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
国
保
税
の
支
払
い
方
法
が
、、

年
金
引
き
去
り
（
特
別
徴
収
）
か

年
金
引
き
去
り
（
特
別
徴
収
）
か
らら

「
口
座
振
替
」へ
変
更
で
き
ま

 

「
口
座
振
替
」へ
変
更
で
き
ま
すす

 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸 

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
各
会
計

１９

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
■
同
歌
志
内
市
病
院
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
９
月
９
日

２０

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
付
託

　
こ
れ
ら
２
議
案
は
、　

月
　
日

１１

１８

か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
た
委
員
会

で
審
査
の
結
果
、
原
案
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
、
引
き
続

き
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
行
う

た
め
の
指
定
を
行
い
ま
し
た
。

▽
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名

称
　
社
会
福
祉
法
人
　
歌
志
内

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
内
本

町
１
３
０
番
地
２
）

▽
指
定
の
期
間
　
平
成
　
年
４
月

２１

１
日
か
ら
同
　
年
３
月
　
日
ま

２４

３１

で
■
中
空
知
広
域
市
町
村
圏
組
合
規

約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
構
成
市
町
が
財
政
再
生
団
体
と

な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
の
緊

急
措
置
と
し
て
、「
中
空
知
ふ
る
さ

と
市
町
村
圏
基
金
」
の
処
分
に
関

す
る
特
例
制
度
を
創
設
す
る
規
約

改
正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

２０

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
１
，８
６
３
万
円
を
追
加
補
正
し
、

予
算
総
額
を
　
億
６
，６
６
３
万
１

４３

千
円
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
歳
　
出
】

▽
共
同
利
用
型
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
シ
ス

テ
ム
移
行
経
費

 

１
２
７
万
１
千
円
の
増

▽
代
替
輸
送
バ
ス
運
行
経
費
補
償

金
 

２
１
５
万
５
千
円
の
増

▽
共
同
利
用
型
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
審

査
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費

 

１
９
９
万
５
千
円
の
増

▽
福
祉
灯
油
交
付
事
業

 

２
０
０
万
円
の
増

▽
市
営
改
良
住
宅
特
別
会
計
繰
出

金
 

１
６
０
万
円
の
増

▽
市
営
住
宅
特
別
会
計
繰
出
金

 

１
９
０
万
円
の
増

▽
火
災
警
報
器
設
置
促
進
事
業

 

１
２
３
万
２
千
円
の
増

▽
予
備
費
 

３
６
１
万
円
の
増

【
歳
　
入
】

▽
地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現

総
合
対
策
事
業
に
対
す
る
国
庫

補
助
金

・
火
災
警
報
器
設
置
促
進
事
業

 

１
２
３
万
２
千
円
の
増

・
福
祉
灯
油
助
成
事
業

 

１
０
０
万
円
の
増

・
中
学
校
移
転
事
業

 

５
１
６
万
６
千
円
の
増

▽
福
祉
灯
油
助
成
事
業
に
対
す
る

道
補
助
金
 
１
０
０
万
円
の
増

▽
老
人
保
健
事
業
の
精
算
に
伴
う

空
知
中
部
広
域
連
合
返
還
金

 

８
７
８
万
７
千
円
の
増

■
同
歌
志
内
市
営
改
良
住
宅
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
漏
水
や
ボ
イ
ラ
ー
取
り
替
え
な

ど
、
修
繕
工
事
経
費
の
増
に
よ
り

１
６
０
万
円
を
追
加
補
正
し
、
予

算
総
額
を
１
億
７
，７
２
３
万
６

千
円
と
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
営
住
宅
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
改
良
住
宅
同
様
、
漏
水
や
ボ
イ

ラ
ー
修
繕
な
ど
の
修
繕
工
事
経
費

の
増
に
よ
り
、
１
９
０
万
円
を
追

加
補
正
し
、
予
算
総
額
を
１
億
５
，

４
４
５
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
の
財
源
調
整
分
を
一
部
解

消
し
た
ほ
か
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の

改
修
に
要
す
る
　
万
６
千
円
を
追

２３

加
補
正
し
、
予
算
総
額
を
１
億
９
，

１
１
３
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
診
療
収
入
に
つ
い
て
減
少
実
績

を
勘
案
し
て
見
直
す
と
と
も
に
、

固
定
医
師
の
確
保
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
医
師
給
与
の
減
額

及
び
診
療
支
援
医
師
に
係
る
人
件

費
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
補
正
し

ま
し
た
。

▼
収
益
的
収
支

　
収
入
は
１
，７
６
７
万
５
千
円

を
減
額
し
て
５
億
２
，２
１
５
万

５
千
円
に
、
支
出
は
１
，３
６
５
万

円
を
減
額
し
て
５
億
５
，０
６
７

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
、
当
年
度

純
損
失
は
、
当
初
予
算
と
比
較
し

て
４
０
２
万
５
千
円
増
加
し
て
２
，

８
２
５
万
６
千
円
に
、
欠
損
金
合

計
は
８
億
８
，３
９
９
万
１
千
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

承
認
さ
れ
た
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
歌
志
内
市
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ

行
　
政
　
報
　
告

■
教
育
委
員
会
に
よ
る
小
学
校
統

合
の
決
定
に
つ
い
て

　
こ
の
件
に
つ
い
て
教
育
長
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
報

告
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
紙
　
ペ
１２

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書

■
「
食
の
安
全
確
保
」
へ
の
取
り

組
み
強
化
を
求
め
る
意
見
書

■
安
心
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書

 

（
　
月
　
日
・
議
員
提
出
）

１２

１８

　
こ
れ
ら
の
意
見
書
は
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
各
関
係
先
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
。

（

）
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月
　
日
、
平
成
　
年
度
の
歌

１１

２１

２０

志
内
市
功
労
者
表
彰
式
が
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
市
政
の
振
興
・

発
展
を
は
じ
め
、
市
民
福
祉
の
向

上
や
教
育
・
文
化
の
振
興
な
ど
に

特
に
功
績
の
あ
っ
た
方
の
業
績
を

た
た
え
る
も
の
で
、
昭
和
　
年
の

４８

条
例
制
定
以
来
、
昨
年
度
ま
で
に

延
べ
１
，０
０
９
人
の
か
た
が
た
に

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
多
年
に
わ
た
り
市

政
や
地
域
経
済
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
４
人
の
方
と
、
市
に
多
額
の

寄
附
を
さ
れ
た
お
二
人
及
び
１
法

人
が
受
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
５
人
の
受
賞
者
が

出
席
さ
れ
、
市
民
憲
章
の
唱
和
に

続
い
て
「
皆
さ
ま
の
献
身
的
な
ご

尽
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

小
さ
く
て
も
思
い
や
り
の
あ
る
、

安
全
安
心
な
地
域
の
実
現
に
向
け

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
泉
谷
市
長
が
式
辞
を
述
べ
、
受

賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
盾
を
手

渡
し
、
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
合
澤
龍
徳

さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ

る
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
周
囲
の
皆
さ
ん
の
お
力
添

え
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
歌
志
内
の
発
展

に
寄
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
お
名
前

と
功
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
功
労
表
彰

■
 合
澤
  龍
徳
 さ
ん
（
本
町
第
一
）

あ
い
ざ
わ
 り
ゅ
う
と
く

　
昭
和
　
年
か
ら
　
年
以
上
に
わ

６２

２０

た
り
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
選
挙

管
理
業
務
の
執
行
と
推
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

■
 岩
  井
  芳
  夫
 さ
ん
（
本
町
第
一
）

い
わ
 
い
 
よ
し
 
お

■
 長
島
  英
明
 さ
ん
（
文
珠
し
ら
か

な
が
し
ま
 ひ
で
あ
き

ば
団
地
）

■
 石
  井
  雅
  人
 さ
ん
（
本
町
第
二
）

い
し
 
い
 
ま
さ
 
と

　
３
人
の
か
た
が
た
は
、
昭
和
　５８

年
か
ら
　
年
以
上
に
わ
た
り
消
防

２５

団
員
と
し
て
従
事
し
、
消
防
力
の

充
実
強
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
石
井
雅
人
さ
ん
は
、
併
せ
て

市
内
事
業
所
に
　
年
以
上
勤
務
さ

３０

れ
、
地
域
経
済
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

●
善
行
表
彰

■
 中
村
  政
  次
 さ
ん
（
文
珠
第
一
）

な
か
む
ら
 せ
い
 
じ

■
 森
永
  秀
一
 さ
ん
（
東
京
都
）

も
り
な
が
 し
ゅ
う
い
ち

　
市
政
振
興
の
た
め
に
と
、
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
万
円
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

■
北
門
信
用
金
庫
（
 業
天
 

ぎ
ょ
う
て
ん

 敏
  夫
 理

と
し
 
お

事
長
）

　
市
政
振
興
の
た
め
、
３
０
０
万

円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

▲市功労者の栄誉に輝いた受賞者の皆さん。左から合澤さん、岩井さん、泉谷市長、

長島さん、石井さん、北門信用金庫歌志内支店の青木支店長。

平
成
　
年
度
 歌
志
内
市
功
労
者
表
彰
式

２０

平
成
　
年
度
 歌
志
内
市
功
労
者
表
彰
式

２０

本
市
の
振
興
に
尽
力
し
、
貢
献
さ
れ
た
６
人
と
１
法
人
を
表
彰

▲代表して謝辞を述べる合澤さん。


